


























































































































記録を見る人のサイン 肩書き 目的 日時
ブルーバレー統合学区 オーバーランドパーク市 カンザス州
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Fig.3 個人の記軽ファイル (第 3両 ;内債 )
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青木 多寿子
資料 1 :学習者の ゴール (幼稚園～高校 3年生用 :ブルーバ レー学区)
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カンザス州 (米国)で見たスクールカウンセラーの活躍 ;小学校編
資料2:小学校のガイダンス ･カリキュラム ;領域と順序 (シャウニ一 ･ミッション学区)
社会性 教育 キャリア
幼稚囲 感情/長所を伸ばす/健康的な生活/ 学びを楽しむ 仕事に対する積極的態度他者-の礼節/友人関係スキル/自立性/ 話をよく聞く 職業-の気づき
安全感覚/マナー/肯定的な自己概念 一緒に働くこと-価値を兄いだす
1年生 長所を伸ばす 学びを楽しむ 仕事に対する積極的態度
肯定的､否定的なメッセージ 効果的な話し方､聞き方 職業-の気づき
個性の尊重/健康的な選択他者-の礼節/友人関係スキルプライバシーを守る自己や他者-の責佳/肯定的な自己概念 学習の重要性 一緒に働くこと-価値を兄いだす
2年生 肯定的な自己概念 学びを楽しむ 仕事に対する積極的態度
失敗しても大丈夫/個性の尊重 効果的な話し方､聞き方 職業-の気づき
効果的な意志決定と結果自己や他者-の責佳 学習の重要性 一緒に働くこと-価値を兄いだす
3年生 長所を伸ばす/個性の尊重 効果的な李習スキル 仕事に対する積極的態度
効果的な意志決定と結果 学習のための良い習慣 職業-の気づき
健康的な選択 友人関係スキル 長所を伸ばす 一緒 働くこと-価値を兄いだす
葛藤の解決/自己や他者-の責佳肯定的な自己概念 目標を定める









家族関係 課題と時間の計画の立て方仕事に就く に必要な教育という考え方 生活上の役割の変化




偏見 テス トの勉強の仕方 生活上の役割の変化
(注)これらは ｢目安｣であり､必ずしも全部を取り上げる必要はなく､生徒の様子､状況によって変えて
よいと記されている｡
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Fig.8.保護者向けパンフレット(6),(7)の ペ -ジ)
(l)小学校のスクールカウンセラーつてどんな人?
･小学校でガイダンスをする専門家Cガイダンスとは､子ど
もたちが勉強､人間性､社会性を育むのを助けること;小学
校のスクールカウンセラーは､子どもたちのために可能な限
り最も良い資源とサービスを提供します｡このために､保護
者､教師､教育委員会､その他の専門家たちと密接に連携し
て働 く専門家です｡
(2)小学校のスクールカウンセラーは､生徒全点の必要に応
えます｡
･カウンセラーは生徒をこのように援助します｡
･学校でよりよくなるように
1)自分についてよいイメージを持てるように｡
2)友達と良い関係が築けるように｡
3)勉強､家族､社会を信頼できる感覚が育つように
*スクールカウンセラーの仕事をよく理解すれば､あなたは■
スクールカウンセラーの恩恵をより得ることができるでし
ょう｡
(3)スクールカウンセラーの仕事は､子どもたちの多様性と
同 じくらい多様です｡例えば､どんな仕事があるかという
と････｡
･生涯役立つコミュニケーション･スキルを発達させるよう
援助 します｡
カウンセラーは､子どもたちが教師や保護者､友達と言葉
を選んで話をするように励まします｡
･生徒の間是を早く見つけることができるように援助します｡
子どもたちの発達が滞るのには多くの要因が考えられま
す｡カウンセラーは､勉強の問題から精神面の間者､その
他まで､全般的に援助しますCカウンセラーは､大きな問
題になる前に､問題を解決しようとします｡
･学故で成功軽鼓を体卓するのを助けます｡
学校が好きで､勉強に積極的な態度を持つ児童は中学校､
高校､大学､社会人になって､チャレンジする人になりや
すくなりますO
･学級での活動､仲間関係､先生との関係などで適切な行動
が取れるようになるよう援助します｡
安心して学習活動に参加できる子は新しいことに集中
でき､間違えても気まずい思いをすることなく､学校を
最大限に活用できます｡
･生徒が､各自､確信を深めるような､次の興味あるものを
示しますC
今日では､子どもたちは ｢読み書き算数｣以上のものが
求められていますQ小学校の段階でのゴールは､生涯を
通じて自分は重要だと思える自信を持てるように助け
ることです
･子どもの教育に､保護者を含めることです :保護者とカウ
ンセラーは一緒に仕事をしますO子どもたちは､学校より
も家庭で援助や励ましを受ける頻度が多いのですQ
(4)小学校のスクールカウンセラーのコ-ルには､次のような
亡と壁含まれています｡
･児童が自分自身を理解し､他者を軸 することを助ける ;
そして家族､地域などの中での役割を理解するように助け
ますQ児童は､興味を持っているものやこと､他者に感謝
し､すごいと評価している自分の気持ちを､言葉や態度で
表現するように教えられますC
･予防的カウンセリングのプログラムを通して､学習へのス
トレスの早期発見､学校適応の問題などで､同愚が大きく
なるのを防ぎます｡
･特別支援が必要な子どもたちに必要な支援を明確にしま
す ;虐待､発達遅滞､才能のある子など､小学校のスクー
ルカウンセラーは､すべての子どもの必要性に援助しよう
と努めます｡
･おのおのの子どもの能力､長所､短所､情緒的､または知
的な必要性に基づいて性格的な問題の発達を支援します｡
･キャリア発達に関する教育を提供します ;生徒が､自分自
身の得意なスキルに気づくように仕向け､仕事の世界につ
いて教えますQ
･仲間や先生との問題､個人的な問題､家族の間皆､または
児童を幸福でない状態にするような危機の乗り越える提
案をします｡
･保護者以外の他者 (ソー シャルワーカー､心理学者､専門
家､地域の関係者など)､教師､そして行政の努力をつな
いだリ､促進 したりします｡
*小学校のスクールカウンセリングは､多彩な領域です｡カ
ウンセラーは､これらの目的を達成するため､最新の方法､
最近の傾向､資料などをそろえています｡
(5)小学校のスクールカウンセラーは､学校や地域で多くの
重要な
たとえば ･･･
･カウンセリング ;教師､保護者､行政､そして他の専門家
と資源､プログラム､個人､または家族の間質などについ
て相談しますO
･話を聞く;生徒の言い分を聞くため､そして教師､カリキ
ュラム､規則についての生徒の関心を聞き､葛藤を解決す
るのを助けます｡
･保護者の支援 ;学業成績を伸ばし､社会的､情緒的力を伸
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ばす方法を理解できるように援助しますo
･児童や保護者に､必要があるときには寄族支援サービス､
精神的健康､または身体的健康へのサービス､宗教組織な
どを轄介しますQ
･カリキュラムの発展 ;コースやプログラムが生徒のニーズ
や学習スタイルに合うように､カリキュラムを見直し､変
更を提案します｡
･テストの薄黒を説明する;生徒や保護者が､テストに関す
る適切な情報を理解し､利用するのを助けます｡
･教育 ;児童の行動を取り上げ､生じる結果について教えま
す｡このとき場合によっては取る行為を選択する際に､選
ぶこと､行為を変えることを促すことも含まれます｡
･発行 ;プログラムやイベントの広報を通して､多くの人が
利益を得ることができるようにしますC
(6)カウンセラーは児童と一緒に仕事をします｡時には個別
に､時にはグループで､クラスで生徒と一緒に仕事をします｡
カウンセラーの方法は､生徒や状況によって違います.
(個別に)･カウンセラーは生徒と個人面接で､相互の信
頼関係を保った暖かい雰囲気で児童に会いますO
･児童は､学校や友達について話をし､自分の感情や意見を
ロールプレイで述べるように励まされますC
･カウンセラーは､児童に必要なもの､児童の見解を理解し
ようと努め､問題の解決のために理解を示し､サポー トを
し､建設的な提案を行いますQ
(グループで)･児童期に生じる学びや問題解決は多くの場
合､グループの中で生じます｡ですから､グループで行う
カウンセリングはとても有益である場合が多いのです｡
･カウンセリング･グループやクラスのグループで､話し合
いをした後に遊んだり､絵を描いたり､人形劇をやったり､
ゲームをしたりすることがあります｡その中に様々なカウ
ンセリングの技術が使われます｡これらの活動は､児童が
他者を知るきっかけとなり､コミュニケーション･スキル
を磨く機会となり､他者と協力することを学び､他者と一
緒に問題に取り組んで解決するきっかけとなりますQ
(7)小学校のスクールカウンセラーは､教育関係者の他のメン
/(一皇旦一緒に働きます｡それは ･二二_
①教師ですQ学級担任とスクールカウンセラーは､次のよう
な場面で互いに助け合いますO
･教室の観察 ;生徒がどのように先生やクラスの仲間と関わ
っているか､観察しますC
･コンサルテーション (相談);精神的健康､進路指導､発
達上の特徴､生徒-の支援などについて､教師たちの相談
を受けます｡
･照会援助 ;特別支援の必要な子どもたちのために､援助し
ます｡
②教育肉儒者
(行政関係者);教育委員会､校長､カリキュラム担当者な
ど､教育に関するすべての人たちの支援を得ることは､子ど
もにとってよいプログラムを作成するのに重要なことですQ
カウンセラーは､次のような場面で､教育行政関係者と連
携していますQ
･学校警察 (学校警備員)の巡回､監視のスケジュール設定
･テストの手配を整えること
･学校のプログラムを評価すること
･児童の能力､児童に必要な支援を評価すること
･ガイダンス ･プログラムを適切に行うために､行政の情報
を得ること
③保徒者 ;保護者-のカウンセリングは､小学校のスクール
カウンセラーの重要な仕事の一つですQ連携することにより､
保護者とカウンセラーは､児童の能力､ゴール､行為､好き
なこと嫌いなこと､などを共有することができますQこのこ
とを通して､カウンセラーと保護者は､児童の長所､短所､
必要なこと､ゴールなどについて､安定して情報を共有でき
ます｡一緒に､子どもを支援するプランを立てることができ
るのです｡
(7)_ガ･Lダンス活動には､_次のようなことが含まれますC
･情報と方法についての意見交換するために保蔑者と敦蹄と
対練
･家庭教育の効果を上げる方法を教えるために､保護者グルI
ープの活動やワークショップ
･幼稚園児の診断とオリエンテーションのセミナー
･個々人の子ども用に作られた協同的なプランについて意見
交換するCこのための特別支援の必要な子どもたちの親の
ためのプログラム
(8)小学校のスクールカウンセラーには､どうしたら会える
の?
･子どもさんの担任､または校長先生に尋ねてくださいC小
学校を訪問してくださいC
･子どもさんのカウンセラーに電話してください｡それから
訪問時間の約束をしてください｡
･子どもさんについて､次のような話ができるでしょう｡
学校への態度､学校の成績の伸び､人格的･情緒的な発達､
他の生徒との関係､教師への態度､家庭環境の変化に対す
る反応､兄弟関係｡
･さらに､カウンセラーはあなたがどのように生徒を支援で
きるかについて､特別な提案ができるかもしれません｡;
たとえば､学校にもっと適応させるには?子どものスキル
を発達させるには?情報を集めて決定する方法は?仕事
の世界に興味を持たせるには?などです｡
カウンセラーは､先生､保護者､そして他の人と連携して
仕事をしています｡ 巳=:
･長い就学期間の初期の段階で､実りある学習経験を積むこ
とができるように｡
･将来の成功や達成のための基礎を作ることができるように｡
あなたの学校のスクールカウンセラーと知り合いになりま
しょう｡あなたの支援と私たちとの協同作業で､子どもさん
の学校生活は実り豊かな経験にすることができます｡
*子どものカウンセラーに全うのに､特別な理由は必要あり
ません｡
ですから･･･小学校のスクールカウンセラーは､子どもた
ちが学校から最大限のものを学べるように､すべての子ども
を支援しようとしています｡
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